
鳥取ツアー報告（H13,5,19-20) 

日本骨髄バンク骨髄提供希望者（ドナー）登録者数：137,323 人（県内 2,012 人） 

骨髄移植希望者（患者数）：1,535 人（県内 35 人） 

バンクを通じての移植例数：3,386 例（県内移植数 53 例、県内採取数 50 例） 

(2001 年 5 月末現在） 
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Ｎｅｗ！ 
年間活動実績及び予定
を載せました。 

→ Ｐａｇｅ４へ 

鹿島スタジアムでの 

骨髄バンクPRキャン
ペーン開始決定！ 

→ Ｐａｇｅ４へ 

 ５月１９，２０日に鳥取県米子市で開催された全国協議会の行事

に参加してきました。１９日は「全国骨髄バンクボランティアの

集いｉｎ米子」です。第一部式典ではいつもの来賓代読挨拶です

が、米子市長ご本人の挨拶は原稿棒読みなんぞではなく、自身の

言葉でジョークも交えた実に愉快なもので会場内を沸かせまし

た。第二部アトラクションに続いて第三部ではおなじみのちづる

さんと大谷さんの掛け合い漫才です。後半は患者さんやドナー経

験者、ドクター達が登場し、それぞれの立場から骨髄バンクへの

熱い思いを語ってくれました。その後お待ち兼ねの懇親会です。

仲間たちとの楽しい語らいは時間の経つのを忘れるほど。あっと

いう間に終了した感じでした。二次会のカラオケでは全国のボラ

ンティアパワーを大いに発揮しました。 

 翌２０日は通常総会と代表者会議です。総会では役員改選が行

われ、理事長に埼玉の笠原さんが選任されました。会長は海部さ

んの留任です。総会後の昼食時間には財団埴岡事務局長によるレ

クチャーと質疑応答も行われました。代表者会議では私も積極的

に発言しました。献血ルーム内登録会の報告や地区普及広報委員

の勧誘などです。 

 この日は午後３時ごろに散会となり、全国のボランティア有志

約２０名でもう一泊して観光ツアーに出発となりました。米子市

内の皆生（かいけ）温泉の旅館に直行して塩味のする温泉にゆっ

くり入り、豪華な夕食に舌鼓を打ち、その後部屋でいつもの酒盛

りとなりました。 

２１日はレンタカーで境港、松江城、出雲大社と巡り夜の１０時

過ぎに遊び疲れてぐったりのご帰宅となりました。鳥取の事務局

長・坂本さんが全国協議会ＭＬで「道しるべになったのかな？」

と心配されていましたが、私にとっての米子は一日目の第三部に

登場した長橋めぐみちゃん（現役の患者さん）を救おう、救って

見せるという決意を新たにした道しるべとなりました。と言いつ

つ、三日間酒三昧、おいしいもの三昧、観光三昧ですっかり命の

洗濯をさせてもらいました。もちろん新たなる決意でドナーリク

ルートに邁進する所存です。            （牛島） 

ドナー登録者30万人をめざして！ 

骨髄バンク 
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  ５月１３日（日）に、取手市にあるキリンビール

取手工場の『キリンフェスティバル』において、献血

並行のドナー登録会が行われました。ビール工場での

登録会は恐らく全国初と思われます。ドナー登録者は

２３名受付のところ、１９名の方に御登録いただきま

した。４名の方に御登録いただけなかったのですが、

その内訳としまして、時間がなかった方２名、年齢が

満たしていなかった方１名（なんと１６歳の方で

す！）、不適格の方１名（現在服薬中）です。献血さ

れた方は、５８名受付のところ、４３名の方にご協力

いただきました。１５名の方が献血にご協力頂けな

かったのですが、主として成分不足などによる理由か

らでした。様々な制約のもと、これだけの方に御登録

頂けた事に、関係者一同、ほっと胸をなでおろしてい

ます。来年度以降も是非開催したいものです。また、

全国各地のビール工場での登録会の足がかりとなるこ

とを期待しています。 （中津川） 

ｷﾘﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

ﾄﾞﾅｰ登録会報告 (H13,5,13) 
総会(５月１２日：くるみ屋,１９～２３時） 

参加者：瀧,中津川,佐々木,落合,鈴木,稲川,山﨑夫妻, 
    牛島 合計９名(敬称略) 
今年は過去最高の参加者数を得て,盛況でした。 
 

（０）くるみ屋事務局見学＆バルーン講習会 

（１）平成１２年度活動報告 

（２）同会計報告,会計監査報告 
（３）平成１３年度活動方針＆活動計画 

今年度の目玉はアントラーズとのタイアップイベント

開催と,自衛隊基地におけるイベント開催です。 
（４）同予算承認 

（５）役員改選 

役員改選では県西支部長に鈴木さんを選任し,今年度
より新たに会報編集担当に落合さん,ＨＰ編集担当に
佐々木さんを選任しました。 

（６）自己紹介＆今年の抱負 

（７）大宴会              （牛島） 

総会報告 (H13,5,12) 

このフェスティバルではペンシルバルーンチャ

リティー募金も行ないました。 

募金総額４６，２０９円でした。  
ありがとうございました。 

               写真右→ 

献血バスの前かつﾄﾞﾅｰ登録所脇に、ペンシルバ

ルーン募金場所を設置。いばらきの会のメン

バーが、バルーン作りに悪戦苦闘！ 

子供達の行列が出来ました。 

事務局長からのお願い：皆様方のお住まいになっている各市町村や企業などでのイベントがありましたらお知

らせください。骨髄バンクのＰＲに役立てたいと考えております。ご協力お願い致します。 
 

新年度何会費納入のお願い：皆様からの会費は大切な運動資金です。有効に活用致します。 

また善意のご寄付もよろしくお願い申し上げます。      年会費 一口 ２､０００円 何口でも 
 

会費納入とご寄付をありがとうございました 
（2001年 4月11 日～2001年 6月12 日現在) (順不同敬称は略させていただきます。） 

寄付：中津川智彦（3000円） 立原三郎（3000円） 佐藤朗（3000円） 佐藤禮輝（3000円） 佐藤ちい子（3000円） 
      安藤純子（3000円） 鈴木秀文（555円） 増田亜由美（1000円） 松園茂樹（8000円） 牛島英二（98000円） 
      瀧公恵（3000円） 佐々木潤一郎（3000円） 落合佐智世（3000円） 
会費：中津川智彦 立原三郎 佐藤朗 佐藤ちい子 安藤純子 稲川久美子 鈴木秀文 増田亜由美 松園茂樹 

 横田善吉 牛島英二 佐々木潤一郎 瀧公恵 落合佐智世 山﨑揚久・晃子 貫井徹・由美子・洋子・紀美子 

お寄せいただいたご寄付のうち、会費未納の会員からは会費（年2,000円）を差し引いて掲載させていただきました。 

事務局より 

キリンﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの写真 
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県内保健所骨髄バンク担当者研修会報告 (H13,3,18) 
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 ６月１日県庁舎内会議室において県内保健所骨髄バンク担当者研修会が行なわれました。当会から参加した

のは牛島会長（財団の立場として）ドナー経験者として瀧さん、骨髄移植経験者として私と妻の晃子です。薬

務課から４名、ひたちなか保健所を除く各１１県内保健所の骨髄バンク担当者が参加されました。今回の目的

は保健所の担当者に骨髄バンクを改めてよく理解していただき県内の状況を知って、ドナー登録会を増やす目

的で開かれました。 

 まず大森薬務課長の挨拶からはじまり、床宿薬務課主査の県内の状況説明。ドナー登録時の説明ビデオ２０

分上映し中には初めて観られる方もいたのではないでしょうか。骨髄バンク事業の状況説明を牛島会長（財団

の地区普及広報委員の立場として）が資料をもとにドナー登録３０万人にむけての登録の効果を具体的に説明

し、県内登録者の推移や各登録場所の状況。骨髄バンクドナー登録物品チェックリストを使っての物品の役

割。個別業務の流れを説明しました。骨髄移植経験者体験談を私たち二人が話しましたが、妻の晃子が思わず

涙ぐむなど心に伝わるものがあったのではないでしょうか。骨髄提供経験者体験談をドナー経験者である瀧さ

んが登録に至るきっかけや体験などを話されとてもよく分かりました。質疑応答では積極的な質問が飛び交い

各保健所のやる気が見えたように思いました。 

 最後に大森薬務課長が県の立場として各保健所にイベント等分かっているもには早めに予定をつくり、県や

マスコミに知らせ県民に登録会などの情報を流せるように伝え、積極的な県の姿勢に触れたように感じまし

た。 （山﨑） 

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会 事務局  

〒160-0005 東京都新宿区愛住町23-1 Woody21 9階 

TEL (03)3356-8217／FAX (03)3356-8637／ 

E-mail : office@marrow.or.jp 

ハローキティは骨髄バンクを応援します  あなたの愛車に貼ってね 
骨髄バンク車用ステッカー（100×250 mm）+ミニステッカー付き 

300円/枚（税込、送料別） ＊10枚以上ご注文の方は送料無料 

白血病などで骨髄移植を希望する患者さん

のために，健康な方の白血病の型（HLA型）

と善意を集めておくところが骨髄バンクで

す。ドナー登録者30万人を目指しておりま

すが，まだまだ登録者が足りません。この

度，㈱サンリオ様の協力により左図の骨髄

バンク啓発ステッカーが完成しました。こ

のステッカーを貼って、骨髄バンクの応援

をしてくださいませんか？ 

 ステッカーのご注文は右記，またはお近く

の骨髄ボランティア団体まで。 

ドナーの体験や骨髄移植の経験を話しました（写真左下）     ドナー登録用ビデオの上映（写真右下） 



骨髄バンクを支援するいばらきの会では、

茨城県内で骨髄バンクの普及啓発をボランティアで行っています。 

活動資金は善意の寄付によってまかなわれています。 

ボランティア活動への応援をお待ちしております。 
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月日 行事名称 備考 

4/22 定例会 （ＰＭ７時～９時） デニーズ水戸城南店 

5/12 平成１３年度総会 （ＰＭ７時～） 旭村 くるみ屋 

5/13 2001キリンフエスティバ
ル 

（ＡＭ９：３０～３：００）献血同時並行型骨髄バン

クドナー登録会 キリンビール取手工場 

5/19-20 全国骨髄バンク推進連
絡協議会NPO総会 

２００１年骨髄バンクボランティアの集いｉｎ鳥取 
鳥取県米子市 

6/1 県内保健所「骨髄バンク

担当者研修会」 
（PM１～３時） 茨城県庁 

6/1 定例会 （PM４～６時） デニーズ水戸城南店 

6/23 ＰＲキャンペーン（決定） J1 1st Stage12節 横浜Ｆ・マリノス戦 カシマ
サッカースタジアム 

8/11 ＰＲキャンペーン（未定） コンサドーレ札幌戦 カシマサッカースタジアム 

8/25 どすこいペア2001祭り ドナー登録会（予定） 関城町役場周辺 

9/15 日立よかっぺ祭り 献血並行登録会（予定） ＪＲ常陸多賀駅前（日立
市） 

9/15 ＰＲキャンペーン（未定） ジェフユナイテッド市原戦 カシマサッカースタジア
ム 

9/29 ＰＲキャンペーン（未定） 名古屋グランパス戦 カシマサッカースタジアム 

10/6-7 茨城県民まつり 献血並行型ドナー登録会（６日はＰＲ、７日登録

会） 茨城県庁 

10/17 ＰＲキャンペーン（未定） セレッソ大阪戦 カシマサッカースタジアム 

10/28 常盤大学学園祭 ドナー登録会 常盤大学（水戸市） 

11/10 ＰＲキャンペーン(未定） ＦＣ東京戦 カシマサッカースタジアム  

11/17 ＰＲキャンペーン(未定） 東京ヴェルディ戦  カシマサッカースタジアム 

11/23 茨城大学学園祭 ドナー登録会（予定） 

12/？ 骨髄バンク全国大会 京都  

1 ドナー登録会 保健所   

3 ドナー登録会 保健所   

Ｈへいせい 

いばらきの会  

平成１３年度の活動実績及び活動予定 

終了した行事は月日を、本号

掲載記事は行事名称を太字で

示してあります。 

活動予定は、変更になること

が あ り ま す の で，毎 号、

チェックしてください。 

各行事（活動）に、参加され

たい方、問い合わせ等は、い

ばらきの会事務局までご連絡

下さい。 

（連絡先はPage 1へ） 

＜カシマスタジアムでの 

PRキャンペーン＞ 
鹿島アントラーズはオフィシャルイ

ヤーブックに骨髄バンクのPRを載せ
ていて、クラブをあげての啓発活動に

積極的です。 

その一環としてカシマスタジアムで

のホームゲームにブースを設置し、

チラシ配布やPRキャンペーン（チラ
シ配布など）を行います。第１回目は

２３日の横浜F・マリノス戦で、なお
参加者は警備の都合上各自IDを所得
（事務局代行）します。２３日は初め

てのキャンペーンで事務局として参加

者を選びましたが次回（未定）は何ら

かの形でお知らせしたいと思います。

参加ご希望の方は事務局（山﨑）まで

お知らせ下さい。 

Read me! 
イベントのお知らせ 

骨髄バンクのボランティアを応援してください 

郵便振替口座名義 00110-3-127575 


